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緑映え 秋田小町育む 雄物川 
 
 雄物川は、秋田・山形県境の大仙山（標高920ｍ）にその

源を発しています。東部及び南部には奥羽山脈があり、こ
こから発する皆瀬川、横手川等の各支川を合わせながら
横手盆地を北上し、玉川を合流した後、進路を北西に変え、
秋田市新屋で旧雄物川を分派し、本川は放水路を経て日
本海に注いでいます。 
 
 その流域は、秋田県の県都秋田市を含む5市2町1村から
なり流域面積4,710km2、幹川流路延長133kmの一級河川。 



流域の区域分け 

大きな支流の玉川が、南から北に流
れる幹流に、北の地域から合流して
くる。雄物川は複雑な流域構成に
なっている。  



2019.10.12 

インプットデータ 

アメダスデータ 

今回の集中豪雨では、際
立った降雨の集中した地
域はないが、後半には、
支流によっては、異なった
時間にかなりの降雨が
あった所もあり、こうした
時間的に異なる降雨がど
のような形で流量に変化
をもたらすかが注目される。 

雄物川が秋田市で日本海
に流れ込む辺りでの流れ
の構成を検討するための
入力データ 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 

東北地方で、南から北に流れる河川は注意が必要。 



            ダムの機能 
雄物川の流域には、沢山の支流にダムが設置されている。その支流が幹流の雄物川のどの地
点で合流するかが問題である。玉川は、大きな流域をもち、かつまた、北上する幹流と異なり、
南下してこれに合流しているのではこの支流に設置されたダムは非常に重要な意味をもっている。
これが洪水対策としてどのように機能しているかが問題。 

ダムの仕様 

ダムの運用 

有効貯水容量 

大松川ダムは、ゾーンの極上
流にあり、ゾーンの中心地域ま
で、20分かかる。この時間差を
考慮した。 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

板戸ダムは皆瀬ダムの下流にある。
皆瀬ダムからは、放流はないが、
カバーするゾーンの降雨を80％の
貯水で、満杯になる。 

各ダムの貯水状況 

 B Zone 

 B Zone 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

降雨の当初から100％の貯水が可能 

C Zone 

F Zone 

有効貯水容量が大きく、まだ、ゆと
りがある。 

有効貯水容量は小さいが、流域が
狭く、まだ、ゆとりがある。 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

降雨の当初から100％の貯水が可能 

D Zone 

D Zone 

ともに、玉川に設置されたダムであり、鎧畑ダムは、玉川ダ
ムの放流したものも受けいれる形になっている。 
但し、玉川ダムの貯水容量は極めて大きく、貯水量にゆと
りがある。また、鎧畑ダムの容量もかなり大きく、ふたつのダ
ムの機能は、かなり有効である。 ダムの取り扱い 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

降雨の当初から100％の貯水が可能 

G Zone 

G Zone 

岩見ダムは三内川に、協和ダムは淀川に設置
されたダムで、容量にはまだ余裕があった。 



H Zone 

降雨の当初から100％の貯水が可能 

降雨が分散している時の貯水のされ方がよく
分る 

その他 



玉川ダムと鎧畑ダムの取り扱い 

玉川ダム ＝ ダム A 
鎧畑ダム ＝ ダム B 

ダム A 貯水量 

ダム A の 
有効貯水容量 > 貯水量 

全量貯水 

放流 ＝ ０ 

ダム B の 
有効貯水容量 > 貯水量 

ダム B 貯水量 

ダムB に独自に貯
水される量 

このZone の降雨より 

溢れた水量 
   or 
計画放流量 

溢れた水量 
   or 
計画放流量 

流量 ＝ ０ 

全量貯水 

放流 ＝ ０ 

Yes 

No 

No 

Yes 

ダムがシリーズとなっている場合の
取り扱いについて、 
 実際には貯水・放水のやり方は現
場で決められるので、一概にという
訳ではないが、これらに対応する計
算のフローを確認した。 



雄物川上流での氾濫の可能性  
・横手市雄物川橋辺り  

皆瀬川合流の下辺り 



氾濫は、13日の午前1時頃に起
こる可能性が指摘されているが、
実際には、警告は午前5時半前
後に発令された。この差につい
ては検討が費用 

雄物川は川
の流れが遅
い ? 



水位測定のデータを引用 

雄物川橋では、幹流の水位が測定されいる。こ
れを河川の構造に適用すると、・・・・・? 

河川敷までの高さが、0.5 m 高くなっただけであるので、結果に顕著な差は
確認されなかった。この地点で氾濫の可能性があるが・・・・・・。 



雄物川中流・大曲 板沢辺り 

玉川合流まえ 
大仙市小貫高畑字七つ小屋辺り 



玉川が合流するまえ。土手の
高さが十分あり、危険水位ま
で至っていない。 



水位測定のデータを引用 河口より65kmの地点に水位測定所がある。
この地点は玉川の合流地点より上流にある
ので、これを引用 

土手の高さが低くなっているが、流
水量の限界には、まだゆとりがあり、
氾濫の可能性は低い。 



大曲・玉川の合流点辺り 

玉川が合流している地点 



この辺りでは、堤防
はそれほど高くはな
い。二つの地域の降
雨したものが合流し
ている。 



雄物川下流・秋田市椿川あたり 

秋田南大橋の辺り 



ダムが有効に機
能しているが、
十分な土手の高
さにも拘わらず
氾濫の危険性が
ある。 



水位測定のデータを引用 秋田市雄和椿川字方福に水位測定所
が有り、このデータを引用した。 

河川敷までの高さ、土手の高さが僅かに高い 



ダムを運用した時の河口辺りでの水量 

秋田市新屋寿町 



上流での氾濫が無
ければ、河口附近
では流量の変化は
このようになる。 

氾濫は起こらない。 



河川の構造に関して、 

 ここまでの考察では、氾濫の可能性を考察するうえで、河川敷までの高
さと土手の高さ、並びに、河川敷の広さを基準として考えて来た。これま
で河川敷の広さ、川幅については、Google Mapの航空写真を基礎として来
たが、河川敷までの高さ、土手の高さについては、洪水という、きわめて
重要な判断にかかわることから、現地を視察する事が不可欠である。とは
言いながら、従来から、ここではGoogle Mapの現地の写真をもとに、周り
の建築物を参考にしてその高さを求めて来た。しかしながら、氾濫は、そ
の近辺で最も弱い所から発生するはずであるので、なかなか正確な判断は
できない。 
 そこで、ちなみに、ここでポイントとして指定した地域での水位計の
データがある場合には、その実績を基準にして、河川敷までの高さ、そし
て、土手の高さを推定してみた。 

河川の構造に必要なデータと水位計のデータの関係を次に示す。 



土手の高さ 

河川敷まで
の高さ 

国土交通省の水位計の報告データ 

本手法で採用している河川の構造の基本図 
 Google Map より、河川の幅、河川敷の広さ、
そして、河川敷までの高さ、土手の高さを読み
込んでいる。 

氾濫注意水位と現状水位との差を、 
  河川敷までの高さ、 
氾濫危険水位と氾濫注意水位との差を 
  土手の高さ 
とした 

川幅、河川敷の幅は、Google Mapの
航空写真を参考としている。 
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